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「自重補償機構」型搬送装置 

製品プロトタイプ完成に関するお知らせ 
 

 

当社は、学校法人慶應義塾大学の森田准教授と共同研究開発を進めている、「自重補償機構」

技術を用いたロボットアーム型重量キャンセル搬送装置の製品版プロトタイプを完成いたしました

ので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．一般的な重量物搬送装置について 

一般的な「重量物搬送装置」は、電気モーターやエンジン等の動力源を持ち、且つ平衡錘

（カウンターウエイト）や油圧・圧縮空気等の圧力を借りる事で、重量物の搬送をアシスト

しますが、装置が大掛りで重量が重くなること、重量物に見合う平衡錘（重り）や外部動力

が必要となるといった課題を有しています。 

 

２．共同開発中の「自重補償機構」及び「多軸過重補償機構」について、 
（クリックするとJ-STAGEのサイトが開きます、ご興味のある方は無料登録してPDFをご覧いただけます。） 
 

これらの一般的な重量物搬送装置が持つ課題克服のため慶應義塾大学の森田准教授と当社

で開発を継続している「自重補償機構」は、ESGを意識した機構であり、いかなる動力や平

衡錘、或いは、電気は勿論、油圧・空圧機器も使用しない特徴を有し、バネの弾性力と複合

移動滑車の原理（自重補償理論）を応用した軽量かつシンプルな構造を実現するロボットア

ームの開発を行っております。この度、試作機３号機に続き、製品版プロトタイプの開発が

完了しました。 

 

当該装置は被搬送物の重量が変化した場合でも、定められた補償量の範囲内であればその重さ

に見合った自重補償が自動で調整される機械構造を有しており、補償範囲を超える場合は、補償

量の切替機構を設けることで、より広範囲の重量変化に対応できるよう、革新的新技術（特許出

願済み）を組み込みました。具体的には、当社の半導体検査装置のロードボードと呼ばれる重量

物（約25㎏）の着脱補助装置として組込み、最終的に装置全体（300㎏～）を着脱できるマニピ

ュレータとしての機能を持たせ、インダストリー4.0に向けたセルフ制御を可能とする機構とし

て開発してまいります。 

 

 
 

動作のご紹介動画（外部サイトに繋がります、動画開始まで時間がかかる場合があります） 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/sobim/30/4/30_4_200/_article/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/transjsme/87/903/87_21-00162/_article/-char/ja/
https://youtu.be/7GCh7MPSuxU
https://youtu.be/7GCh7MPSuxU


 

３．共同開発したロボットアームの応用分野について 

今後、民生分野への応用を進める場合は、更に複雑な動きが可能となるよう関節部分も増や

し、対応重量を100㎏以下とし、人間工学に則した自重補償機構を応用した製品を開発いたしま

す。応用分野としては、物流関連産業、福祉、アグリ方面を含む幅広い方面への応用に向け、

共同開発を継続してまいります。 

 

４．本件の当社業績への影響について 

当該製品プロトタイプの完成による、2022年12月期の当社業績への影響は軽微であります。 

 

以上 


